
物流倉庫のメガプレートオフィスと成長するオフィスの取組み 概要
2019年8月に梓設計は、羽田地区の物流倉庫に本社移転した。5300㎡のメガプレートオフィスとして、新築の物流倉庫に本社オフィスとして入居する前
例のない不動産戦略の基、組織設計事務所としてチャレンジな取り組みを行った。また移転後も、テーマとした「成長するオフィス」として、蓄積し
たデータを分析や、課題点を議論検討するフォローアップ委員会を中心にファシリティ維持管理を行っている。この移転プロセスから、移転後のファシ
リティマネジメント体制の取組みとなります。
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こんな効果があった

 ワンプレートと移転連動の各種取組みが可能に
したアクティブべースドワーキング

 メガプレートでも削減できた光熱費、快適性、
生産性の実証

 総務だけでない会社一体となったファシリティ
マネジメント体制



経営貢献&利用者貢献
経営への貢献1

天王洲 2740㎡旧
オフィス 羽田 1020㎡

計3760㎡

新
オフィス

5300㎡

物流倉庫を
メガプレートオフィスに！

16.4㎡/人で今後の人員増にも対応！

ワンチームオフィス ～ ２拠点５フロアを１フロアとする不動産戦略A

面積1.4倍

コミュニケーションの活性化B

ワンプレートオフィスの
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ケーション

でどこにいるか
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誘導型フリーアドレス、
ゆるやかな部門間のくくりで

部署をまたいだ
コミュニケーション

旧オフィスと新オフィスの 快適性、知的生産性の比較 ～ 早稲田大学との共同研究
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メガプレートオフィスの実証実験C

継続的なアンケート分
析をファシリティマネジ
メントにつなげる!!

メガプレートオフィスの光熱費管理 床面積、高天井に対応した省エネ対策

全面
LED照明

電気

天井カセット
2方向吹出型

空調

外気処理パッ
ケージ空調機＋
排気ファン

換気 メガプレート
オリジナル設備計画

で運用
残業時間帯の

照明、空調を制御

床面積当たりの
比較で

旧オフィスより
消費電力
Down!!

サーカディアン制御
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今後は…
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き方変化に対応

ファシリティ利用者への貢献2
社員の働きやすいオフィスサービスA 新しい働き方への取り組み ～ 一人一人が働きやすい環境づくりB
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FMの定着＆時代のニーズへの対応
FMの定着3

フォローアップ委員会の組織体制A BIMデータとの連携 ～ BIM-FMチームによる「デジタルツインPJ」B
移転マネジメントの

遂行

時代のニーズへの対応4

AI/IoTへの取組みA
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意見の把握・反映

移転1年経過 2020年8月からは
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データ
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建物完成後も
蓄積される
データを連携

近未来は…
最終的に蓄積されたデータをAIが分析・解
析。AIが必要な修繕計画の予測をたてる
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成長するオフィスの取組み ～ 時代に適応したオフィスづくりB

②クラウドに集約

静かな
エリアを見つける

騒音分析

集中度のバイタル分析

ヘルスケアデータ
通知

①AIがチェック

成長するオフィスへ HSCのファシリティマネジメント

可視化分析

新本社に移転し1年経過した。移転をきっかけに会社の雰囲気が変わり、よりチャレンジングな環境
となった。
会社全体で本社拠点の在り方を皆で議論検討、ファシリティ環境の重要性を再認識したことで生まれ
た風土である。
物流倉庫のメガプレートオフィスで、組織設計事務所を体現する成長するオフィスを目指し、ファシリ
ティマネジメントを行い、Afterコロナ時代の新たなオフィスを目指して取り組んでいく。

BIMデータ利用ビジュアル化

FM体制図 役員会

HSC成長するオフィス戦略方針

評価検証
～早稲田大学協同プロジェクト

早稲田大学田辺研究室とオフィス環境の
生産性向上の協同研究を実施。定期的な
環境データ測定、客観的アンケート集計
を行い検証結果を委員会フィードバック

プロジェクト管理
～各専門タスクフォース

総務、情報、建築、電気、機械、AI/IoTの
社内各部門プロ担当者の６名体制でワーキ
ングチームを結成。メンテナンス対応から
修繕計画の計画調整まで対応

運営維持
～HSC運用WG～

総務担当と、各部門2名で構成し、社員を巻き込んだファシリティー運用体制を構築。
現場意見を集約し改善、消防隊としての防災運営のメンバーとしても機能させている

HSC
フォローアップ委員会
役員クラス６名＋移転担当
者6名参加会議。全体を調
整し、方針実行・課題解決

Act Check

Plan

Do

Do

1年間の方針書を決定、それに基づきFMを実行

計4名 計6名計12名

計15名

連携企業
移転パートナー企業各社、ビル管理・メンテンテナンス各社
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